
環境負荷低減の取組加速に向けた
ステークホルダー連携について
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2025年12月5日
農林中央金庫
経営企画部
部長 野田 治男

⾷料・農林⽔産分野におけるGX加速化研究会（第3回）



食農バリューチェーントランジション戦略の概要と本日のメインテーマ
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川上
（農林水産業・地域）

川中・川下
（企業）

投資・支援

川上の経営基盤強化・
PJ構築

ステークホルダー
連携の推進

ファイナンス・ソリューション
の提供

食農バリューチェーントランジションを推進

安定供給・環境価値

食農
VC

主な
取組み

当金庫は、農業・食料にかかるバリューチェーン＝食農バリューチェーンの川上から川下までを俯瞰してとらえ、バリューチェーン全体を持続
可能な状態に移行（＝トランジション）させることに注力。そのうえで、ステークホルダー連携の推進は重要な課題

出所 各種資料より当金庫作成

本日のメイン
テーマ
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食農バリューチェーントランジションに向けた連携枠組 「インセッティングコンソーシアムの設立」

注：詳細は当金庫プレスリリースを参照（https://www.nochubank.or.jp/news/news_release/2025/1-5.html）

川上
（生産者）

川中・川下
（食農関連企業）

幅広い地域・品目をカバーした
アグリテック・ソリューションの拡充

農作物 環境データ
（GHG等）

投資・支援

食農バリューチェーンでの
インセッティング推進

国際的な議論と整合した
インセッティングの基準

• コンソーシアム
企画・運営

• ソリューション
提供

• 基準策定

Scope3の削減・調達先の
レジリエンス確保

川中・川下からの支援
獲得・環境価値の創出

インセッティングコンソーシアム

脱炭素農法等の
導入支援

インセッティングの
基準策定

メンバー

インセッティングコンソーシアムは、食農バリューチェーンの連携ハブとして、川上（生産者）と川中・川下（食品関連企業）をつなぎ、生産者
所得の向上、バリューチェーン全体のカーボンニュートラル、ネイチャーポジティブへの移行（トランジション）を目指す

https://www.nochubank.or.jp/news/news_release/2025/1-5.html
https://www.nochubank.or.jp/news/news_release/2025/1-5.html
https://www.nochubank.or.jp/news/news_release/2025/1-5.html


211
/ 741

4

自然資本・生物多様性にかかる機運醸成 「FANPSへの参画」・「TNFDタスクフォースメンバー」

出所 TNFDHP、各種資料より農林中金作成 注 FANPSの取組、コンセプトペーパーの詳細（無償ダウンロード可能）等はFANPS公式HPを参照（https://www.fanps.jp/）。 TNFDのアダプター数等は2025年12月12日時点で、TNFD
公式HPでの掲載数を参照。

企業における事業活動のネイチャーポジ
ティブ転換を促進・支援することを目的に、
SMBC、MS＆AD、DBJ、当金庫により、
2023年2月に設立

ネイチャーポジティブ金融アライアンス
Finance Alliance for Nature Positive Solutions

公式HP

当金庫は2022年11月よりタスクフォースメンバー組織に就任。
加えて、MS＆AD、経団連自然保護協議会と3者でコンサル
テーショングループ・ジャパンの共同招集者を構成

TNFDタスクフォースメンバー・
TNFDコンサルテーショングループ・ジャパン共同招集者

FANPSメンバーおよびTNFDタスクフォースメンバー組織として、自然資本・生物多様性の保全・回復（ネイチャーポジティブ）に向けた資
金の流れを形成するべく、国内外での機運醸成に貢献

10/10 FANPSシンポジウムには約150人
が参加（イベントは設立以来毎年開催）

TNFD
アダプター数

TNFD
コンサルテーション
グループ・ジャパン 336

社

社

自然にかかる日本勢の関心は非常に高く、
国・地域別アダプター数で世界1位を維持

コンサルテーショングループ・ジャパンではTNFD
の理解深化に向けたセミナー等サポートを実施。
タスクフォースメンバー組織としての当金庫単独
でも講演、寄稿等多数

ネイチャーポジティブに向けた企業と金融機
関の対話促進、共創のためのコンセプトペー
パーを発行（公式HPから無償DL可能）

https://www.fanps.jp/
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対話（エンゲージメント）の強化に向けたリスク解像度の向上 「アカデミア・スタートアップとの連携」

出所 各種資料より農林中金作成

企業との連携の基礎となる対話（エンゲージメント）の強化に向けて、アカデミアと連携した自然関連リスクの解像度向上の取組を実践

九州大学 馬奈木研究室
株式会社 aiESG と連携したサプライチェーン分析

日本の食品小売等が、最終的に米国の油糧種子事業に関
係が深く、油糧種子事業は、雨水に加えて灌漑のための取
水量が非常に多いことから、乾燥地域では水資源の枯渇リ
スクをもたらしていることを確認できた

早稲田大学 伊坪研究室と連携した
ネイチャーフットプリント分析

ポートフォリオにおけるEINES（生物種絶滅リスクの増加を示
す指標）が0.021EINES/年（＝投融資により年間0.021
種の絶滅リスクを生じさせている）であることを確認できた
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イニシアティブ・アライアンスへの参画および産学官連携の実践

イニシアティブへの参画、署名および産学官連携・企業とのパートナーシップを積極的に推進



免責事項
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• 本資料は情報提供、ディスカッションを⽬的として
作成されたものです。

• 本資料は作成時点で作成者が信頼に足ると判断
した情報をもとに作成されておりますが、情報の正
確性・完全性を保証するものではなく、掲載された
情報等を⽤いたことによって⽣じた損失については
⼀切の責任を負いかねます。

• 本資料の内容は個別の状況に照らして妥当また
は適切であることを保証するものではありません。
本資料に記載された内容の実施に際しては、これ
らの事項について妥当とされる専⾨家に助⾔を求
めることが必要です。

• 農林中央金庫の書⾯による許可なく本資料を第
三者へ開⽰・複製・配布はなされませんようお願い
いたします。

• 農林中央金庫およびグループ会社のアドバイザリー
サービス、投融資を受けるにあたっては所定の審査、
手続きが必要となり、ご希望に添えない場合もあり
ますのであらかじめご了承ください。

Climate＆Nature Report2025
は当金庫HPにて公表中

https://www.nochubank.or.jp/sustaina
bility/backnumber/pdf/2025/climate_
nature_2025.pdf

https://www.nochubank.or.jp/sustainability/backnumber/pdf/2025/climate_nature_2025.pdf
https://www.nochubank.or.jp/sustainability/backnumber/pdf/2025/climate_nature_2025.pdf
https://www.nochubank.or.jp/sustainability/backnumber/pdf/2025/climate_nature_2025.pdf
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